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今月の主な内容 主な行事予定

○町民体育祭・各学校運動会

○トライアスロン IN 徳之島

○町内の話題

○お知らせ等

○伊仙町合同金婚式　　　   （11 月　7 日）
○伊仙町駅伝競争大会 （11 月 14 日）
○クリーン作戦 （11 月 21 日）
○伊仙町産業祭 （11 月 23 日）
○ウォーキング大会 （11 月 28 日）

～小・中学校運動会～
　９月２６日（日）、１０月３日（日）に町内の小・中学校で運動会・体育祭が
開催されました。両日共に好天に恵まれ晴れ渡る空の下、子どもたちは徒競走や
踊り等日頃の成果を十分に発揮し、応援に駆けつけた家族や地域の方々から暖か
い歓声や拍手が贈られていました。表紙は 3 中学校の運動会の様子です

伊仙中学校 犬田布中学校

面縄中学校



個人（優秀選手・監督）

個人（優秀選手）

団体（優秀団体）

スポーツの秋 
町民運動会

第５１回町民体育祭

第５１回町民体育祭被表彰者

　第５１回伊仙町町民体育祭が１０月１１日（月）、
伊仙町総合グラウンドにおいて開催されました。前
日の雨で、グラウンドコンデションが心配されてい
ましたが、大会当日は爽やかな晴天に恵まれ、子ど
もからお年寄りまで多くの町民の皆さんが参加し、
年代別の１００メートル走や百足競争・綱引きなど
２４種目が行われ、熱戦が繰り広げられました。
　大会成績は、Ａブロックが喜念校区、Ｂブロック
が阿権校区とそれぞれ優勝を果たしました。

原　　茂次 陸上部
富山　勇生 剣道連盟
大久保園子 卓球連盟
坂元 　繁 陸上部
盛　　正人 徳之島高等学校
酒匂 百衣奈 敬空館亀津　面縄中学校
米田　瑠那 敬空館亀津　面縄小学校
平山　義樹 敬空館亀津　伊仙中学校

橋　みんと 伊仙町卓球　　 元岡　駿太 面縄中学校

伊仙剣道スポーツ少年団  伊仙剣道スポーツ少年団 
徳之島高等学校野球部 森　仁司 徳之島高等学校
大島チームﾗｸﾞﾋﾞｰ橋口智旭 伊仙町役場
益　一志   徳之島高等学校空手部 
永治　寿仁   徳之島高等学校空手部 
明山　竜也   徳之島高等学校空手部 
勇元　巧   徳之島高等学校空手部 
徳之島高等学校女子バレー部 徳之島高等学校女子バレー部

平山 こころ 敬空館亀津　伊仙小学校 
吉田　蓮 敬空館亀津　伊仙小学校
西山　千穂 伊仙拳心館
東　　安樹 伊仙拳心館
川本 奈々美 伊仙拳心館
春島　千穂 伊仙拳心館
西　　秀真 伊仙拳心館
幸多　美怜 伊仙拳心館

平成 22 年 11月（289） （�）



　１０月２３日（土）、南三島地区高齢者スポー
ツ大会が徳之島町総合体育センターで開催され
ました。この大会は、高齢者の健康増進と社会
参加活動を促進するため、スポーツを通じて高
齢者の生きがいを高めるとともに、高齢者に対
する地域住民の理解と協力を深め、老人福祉の
増進に寄与することを目的としています。今回
は１０チームの参加で各地区ユニホームを揃えて大会に臨み、心地よい汗を流しました。

　１０月１９日（火）、伊仙町ふれあい福祉スポーツ大会が伊仙町総合体育館で開催されま
した。当日は伊仙町身体障害者福祉協議会・伊仙町母子寡婦福祉会・伊仙町手をつなぐ親
の会・伊仙町地域女性団体連絡協議会・特別養護老人ホーム仙寿の里・徳之島老人ホーム・
さみどり苑・グループホームみさき・小規模多機能施設賀寿丸・徳州園・サンファミリー
友の会・伊仙町社会福祉協議会・幸徳保育園等、各種団体が集い志向を凝らした競技には、
体育館が笑いの渦でいっぱいになり、楽しいひとときを過ごしました。

　第２３回トライアスロン IN 徳之島大会が１０月２４
日（日）、に開催されました。今年も、４００名余りの
アスリートが徳之島路を駆け抜け、熱戦が繰り広げられ
ました。
　平成 20 年度から「島は一つ」として 3 町共催になり、
バイクコースが徳之島一周になりました。当日は、沿道
で多くの住民やボランティアの方々が太鼓を叩いたり、
熱い声援を送りました。 大会新記録でゴールした福井　英郎さん（愛知県）

南　大島地区高齢者スポーツ大会

伊　仙町ふれあい福祉スポーツ大会

ト　ライアスロン IN 徳之島大会
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　今年も各地区の公民館などで敬老行事が
開催されました。町内の最高齢者と１００
歳以上の方々をご紹介いたします。

敬　老 の 日 　皆 様 い つ ま で も お 元 気 で ！  

義　山 彰 宏 氏 、 町 内 小 ・ 中 学 校 に

指　定 金 融 機 関

伊仙町で最高齢者の「永田　たらこて」さん御歳１０６歳です。

嶺　　たま　さん １０４歳 　壽　　めと　さん １０１歳
田畑　マル　さん １０４歳 　幸野　たけ　さん １０１歳
直江　サコ　さん １０４歳 　赤松　ヒロ　さん １００歳
高田　なつ　さん １０３歳 　椛山　トミ　さん １００歳
中野　キク　さん １０２歳 　椛山　サン　さん １００歳
溝口　ジラ　さん １０２歳 　竹之内　ヨシさん １００歳
宮山　マン　さん １０２歳 　稲　　盛　　さん １００歳
正岡　マル　さん １０２歳 　迫田　なて　さん １００歳
前河　メタ　さん １０２歳 　喜山　トク　さん １００歳
溝口　まん　さん １０１歳 　滿野　かま　さん １００歳

水 道 事 業 出 納 取 扱 金 融 機 関 業 務 開 始
伊仙町指定金融機関・水道事業出納取扱金融機関業

務開始の開始式が９月１日（水）、役場正面で行われま
した。開始式には役場・あまみ農業協同組合の関係者
が多数出席し、指定金融機関設置に期待を寄せました。

今後は、役場会計課窓口において町税・住宅使用料・
分担金・保育料・国保税・介保険料・後期高齢者保険料・
水道使用料等の収納代理業務を行う事が出来るように
なりました。

これにより、個々の担当課で税金や料金を納める事
が、会計課１か所で支払う事ができるようになりました。

ゴ ー ル デ ン シ ャ ワ ー の 苗 木 寄 贈！
９月１３日、鹿児島市在住の元面縄中学校の校長義山彰宏氏か

ら町教育委員会を通して、町内各小・中学校にゴールデンシャワー
の苗木５６本が贈られました。

ゴールデンシャワーは名前のとおり、枝の多くから黄色の花の
塊をシャワーのように垂れ下げて咲かせ、最盛期は実に壮観で、
花が満開になった様子は見事としか言いようがありません。タイ
では、ラーチャプルックと呼ばれ、「国花」とされており、また「幸
運の木」として尊ばれている樹木です。

義山氏は、ハワイ旅行で出会った満開のゴールデンシャワーに
魅せられ、苗木を入手し、伊仙にある実家の庭に植えたものが
２０年目に結実。鹿児島で播種すると見事に発芽。３，４０センチに成長したポット仕立ての苗木を見て、「子
ども達に感動を与えたい。」「特色ある“学校緑化”の一助となれば。」と思い立ち、この度、故郷の学校へ
の寄贈となりました。

伊 仙 町 長 寿 者

皆様、いつまでもお元気で！
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９月１９日（日）、犬田布集落・木之香集落におい
て「イッサンサン・餅たぼれ」という豊年祈願祭が
行われました。

イッサンサンの由来は今から４００年前、数年間
凶作続きで大飢餓になったことがあり、そこで人々
が考え出したのが豊年祈願です。十五夜に最も近い
戌申（つちのえさる）の日にこの祈願行事を行った
のが始まりで、以来年中行事の一つとなっています。

わらで作られた人形を福の神に見立て、各家庭の
庭先で歌を歌いながら踊り豊作を祈願します。そのお礼として家主からお餅やお酒・お菓子等が
振る舞われ、次の家へと廻っていきます。昔は「ドンドン節」という踊りを大人達だけで行って
いましたが、大東亜戦争直後から子ども達がイッサンサンを終えたら早速「楽隊」と言ってドン
ドン節でなく、子ども達の知る歌を唄い遊技して、各家庭をまわり“餅もらい”をして小集落ご
とに大人組・子ども組で踊り歩いたそうです。

参加した子どもたちは、「夜遅くまで踊ったり、あっちこっちでもらったお餅やお菓子を皆で食
べたり、分けたりする事が楽しい。」と語っていました。いつまでも継承してほしい伝統行事ですね。

犬　田 布 ・ 木 之 香 集 落 の 豊 年 祭

伊 仙 小 の 子 ど も た ち

商　工 会 よ り 小 ・ 中 学 校

朝 の ボ ラ ン テ ィ ア が ん ば っ て ま す ！
毎朝、伊仙小学校の子どもたちは登校すると、まず朝のボランティア活動が始まります。
６年生は、バケツを持ってほーらい館や役場周辺

のゴミ拾いをしたり、校門前を通る人たちにあいさ
つ運動をします。その他の学年の子どもたちは、一
緒にあいさつ運動をしたり、校庭を掃除したりして
います。ゴミは毎日バケツに４個分も集まります。
校外では主に煙草の吸い殻や、ジュースの缶のポイ
捨てが多いそうです。

　児童達はボランティア活動をすることで、あい
さつによる心の交流を感じたり、ポイ捨てをしない
よう心がけることで、自分たちの住む町を愛する気持ちが生まれたりするのでしょう。低学年の子
どもたちは高学年の頑張る姿を見て「自分たちも続こう！」と語っていました。伊仙小学校のよき
伝統として、この活動がいつまでも受け継がれていくといいですね。

※ちなみに伊仙町では、９月議会でポイ捨て条例が制定され空缶・ゴミ等を捨てた者は２万円以下の過料に処せられます。

この程、伊仙町商工会より町内の小・中学校へ、児童
生徒の健全な育成に役立てて頂きたいと商品券が送られ
ました。

伊仙町教育委員会教育長室で行われた贈呈式には商工
会会長の 佐藤 隆志 さん、副会長の 宮山 博光・佐倉 功
一 さんが訪れ、小・中学校代表として伊仙中学校の 上
野 哲 校長に目録を手渡しました。上野校長は「頂いた
助成金は、学校の環境整備やスポーツ活動のために大切
に使わせていただきます。」とお礼を述べました。

この取り組みは平成１２年から始まり、今年で１０年間も続いています。

に 商 品 券 の プ レ ゼ ント
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光　ファイバー起工式

９月１日（金）、光ファイバー網整備の起工

式及び安全祈願祭がほーらい館多目的広場であ

り役場関係者・工事関係者・地域の方々約７０

名が参加して工事の安全を祈願しました。全国

では急速な情報化が進み、光ブロードバンド（高

速インターネット回線）による基盤整備も進め

られていますが、伊仙町に於いては一部の地域

のみ ADSL サービスが整備されているだけで、

情報基盤整備が進んでいない状況です。

起工式において大久保明町長は「本町全域に

ブロードバンド環境を整えることによって、地域間の情報格差の是正や、移住定住の促進と地域の活性化

を図る。またＩＰ告知端末の導入により、住民の生活利便性の向上に役立てると共に、防災系の緊急情報

も提供し、さらに、安心・安全の町づくりを進める。」と光ファイバー網の整備へ期待を寄せた。
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父子家庭の支給要件
①父母が婚姻を解消した子ども　②母が死亡した子ども
③母が一定程度の障害の状態にある子ども④母の生死が明らかでない子ども
※所得制限等により、上記の要件を満たしていても手当が支給されない場合があります。個々の家庭が
支給要件に該当するかについては、役場までご相談下さい。

父子家庭への手当が支給開始されます
　ひとり親家庭に対する自立を支援するため、平成２２年８月１日から父子家庭の
父にも児童扶養手当が支給されます。手当を受けるためには、平成２２年７月１日
より１１月３０日までに手続きをしてください。

■問い合わせ先：伊仙町保健福祉課障害福祉係　
TEL：０９９７－８６－３１１１（内線６３）

平成 22 年 11月（289）（�）



国民年金は３ つの年金であなたをサポートします。 

 

平成 22年度年金額：792,100円（満額） 

 20歳から 60歳までの 40年間、全期間保険料を納付された方は 65歳から 

満額の老齢基礎年金が支給されます。 

 また、老齢基礎年金を受給するためには、保険料を納めた期間と保険料を 

免除された期間が、最低 25年（300月）あることが必要です。 

 

平成 22年度年金額：990,100円（１級） 

平成 22年度年金額：792,100円（２級） 

 国民年金に加入中の病気やケガにより、障害の状態にある間は障害基礎年金 

が支給されます。 

 

 

平成 22年度年金：1,020,000円（妻） 

（基本額：792,100円 ＋ 子 1人の加算額：227,900円） 

  

国民年金に加入中の方が亡くなった時、その方に生計を維持されていた「子の

ある妻」または「子」に支給されます。 

 

※障害基礎年金や遺族基礎年金を受けるためには、障害や死亡といった事故が発生するまでの公的年金

の加入期間の 2/3 以上の期間について、保険料が納付または免除されていること、もしくは初診日また

は死亡された日の属する月の前々月までの 1年間に未納がないことが必要です。 

 

国民年金は「安心」で「お得」な制度です。 
①老後をずっと支える終身の年金・・・・・・生きている限り年金が受け取れる一生涯の保障です。 

②不測の事態に備える保険としての年金・・・公的年金制度の障害・遺族年金は 20人に 1人が受給 

                       しています。 

③納めた保険料分は税金の負担が軽減・・・・納めた保険料は、全額が税控除の対象となります。 

④生涯の年金額は保険料の 1.7倍以上 

1985年生 保険料 1,200万円→年金額 2,100万円（1.7倍） 

1955年生 保険料 0 600万円→年金額 1,400万円（2.3倍） 

     ※納付期間、平均余命、物価上昇率など一定の条件のもとに厚生労働者が試算（平成 16年）したものです。 

 

国民年金相談のお知らせ 

国民年金について分からないことや聞きたいことがある方は、奄美大島年金事務所の年金相談員が相談

をお受けします。 

日 時： 平成２２年１１月９日（火） 午後 １ 時 ～ 午後 ５ 時 

場 所： 中央公民館研修室 

老齢 

基礎年金 

障害 

基礎年金 
 

遺族 

基礎年金 
 

【お問合せ先】
伊仙町役場 町民生活課（内線 52） 86-3111
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税務署からのお知らせ

～相続または贈与等に係る生命（損害）保険契約等に基づく年金の税務上の取扱いの変更について～

　相続、贈与等により取得した生命保険契約や損害保険契約等に係る年金の所得税の取扱いを
改めることとしました。
　この取扱いの変更により、所得税の還付を受けることができる場合があります。詳しくは、
国税庁ホームページ【www.nta.go.jp】をご覧いただくか、大島税務署にお問い合わせください。

【お問い合わせ先】大島税務署　☎０９９７－５２－４３２１

必ずチェック

	 	 最低賃金！
鹿児島県最低賃金が時間額 642 円に !!

【鹿児島県最低賃金が平成 22 年 10 月 28 日より時間額 642 円に改正されました】

鹿児島県最低賃金

（地域別最低賃金）

最 低 賃 金 額

時 間 額 （ 円 ）
効 力 発 生 日

平成２２年 10 月２８日642
★鹿児島県最低賃金は県下のすべての労働者に適用されます。ただし、別に定める
特定（産業別）最低賃金の産業に該当する場合は、当該最低賃金も適用されます。

★最低賃金に関するお問い合わせ先★
鹿児島労働局（℡ 0997-223-8278）・名瀬労働基準監督署（℡ 0997-52-0574）

【最低賃金テレホンサービス：℡ 099-223-8881】
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納
税
の
期
限
を
延
長

し
た
り
、
税
負
担
を
軽
減
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
復
旧
資
金
の
融
資
を
受
け
る
た
め
の
納
税
証
明
書
の

手
数
料
は
無
料
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
お
知
り
に
な
り

た
い
方
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
に
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

【
申
告
な
ど
の
期
限
の
延
長
】

　

災
害
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
期
限
ま
で
に
申
告
や
納
付
が
で
き
な

い
と
き
は
、
税
務
署
長
に
期
限
の
延
長
を
申
請
し
、
承
認
を
受
け
る

こ
と
に
よ
り
、
そ
の
理
由
の
や
ん
だ
日
か
ら
二
か
月
以
内
の
範
囲
で

期
限
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
納
税
の
猶
予
】

　

災
害
に
よ
り
損
害
を
受
け
た
た
め
税
金
を
納
期
限
ま
で
に
納
め

る
こ
と
が
で
き
な
い
方
は
、
前
述
の
納
期
限
の
延
長
の
ほ
か
に
、
一

定
の
要
件
の
下
で
納
税
の
猶
予
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

（
災
害
の
や
ん
だ
日
か
ら
二
か
月
以
内
に
申
請
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
）

【
所
得
税
の
軽
減
・
免
除
】

　

災
害
に
よ
っ
て
、
住
宅
や
家
財
な
ど
に
損
害
を
受
け
た
と
き
は
、

一
定
要
件
の
下
、
確
定
申
告
で
①
「
所
得
税
法
」
に
定
め
る
雑
損
控

除
に
よ
る
方
法
、
②
「
災
害
減
免
法
」
に
定
め
る
税
金
の
軽
減
免
除

に
よ
る
方
法
、
の
い
ず
れ
か
有
利
な
方
法
を
選
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、

所
得
税
の
全
部
又
は
一
部
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

 
 

 

　

大
島
税
務
署

 
 

 

（
電
話
〇
九
九
七―

五
二―

四
三
二
一
）

災
害
に
あ
っ
た
と
き
の
税
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地上デジタル放送簡易チューナー 
無償給付の申込はお済ですか？ 

～地上デジタル放送受信のための支援～ 
 
 
平成２３年７月２４日でアナログ放送は終了し、アナログテレビは見れなくなります。 
経済的な理由で地上デジタル放送がまだ受信できない次に該当する世帯でＮＨＫ受信料全

額免除の世帯は、チューナーの無償給付が受けられ、今お持ちのアナログテレビで地上デ

ジタル放送が見られます。（アンテナ工事が必要な世帯はアンテナ工事も無償で実施します） 
 
 
                  障がい者がいる        社会福祉事業  
生活保護などの公的    世帯で、かつ世帯全員が    施設に入所されていて 

扶助を受けている世帯    市町村民税非課税の措置   自らテレビを持ち込んで 
                を受けている世帯        いる世帯 
 
      
 

申込受付期間 平成２２年４月１９日～１２月２８日（消印有効） 

        （支援を受けられる世帯は期間内の早目に申し込みましょう） 
◆２２年４月末までにNHK放送受信料全額免除となっている世帯で、まだ申し込みが済ん
でいない世帯には、５月上旬～下旬にかけて NHKから「受信料全額免除証明書」と「申
込書一式」が送付されていますのでご利用下さい。 
◆NHKから送付された申込書を紛失された世帯、５月以降NHK放送受信料全額免除を申
請された世帯及び今後全額免除の申請をされる世帯は、チューナー支援申込書を伊仙町

役場保健福祉課の窓口に配備しておりますのでご利用下さい。 
◆詳しくは、伊仙町役場保健福祉課（電話 ８６－３１１１ 内線 63） 又は総務省地デ

ジチューナー支援実施センター（電話 ０５７０－０３３８４０）にお問い合せ下さい。 

 

悪徳商法にご注意ください！！ 

  この支援による簡易なチューナーの給付、アンテナの工事などについて 
  費用を請求することは一切ありません 

地デジ相談会のお知らせ 　これまでのテレビ（地上アナロ
グ放送）が終了して、地デジ（地
上デジタル放送）に完全移行する
2011 年 7 月まであと１年を切り
ました。もう、皆様のお宅は地デジ
の準備はお済でしょうか。

日程：１１月１０日（水）～１１月１１日（木）

時間：午前１０時～午後４時

場所：徳之島交流ひろば ほーらい館（ロビー）

平成 22 年 11月（289） （10）



今回で第３回目を迎えるウォーキング大会。
昨年とコースを変え新たに「東部１０㌔コース」「中部１５㌔コース」「西部２０㌔コース」の３コースを設定いたしました。
それぞれ伊仙町の史跡・歴史・自然、そして島唄や昼食を用意し、存分に楽しめるコースとなっています。
伊仙町の歴史と文化に触れるコースを“よーりよーり”歩いてみませんか。皆様のご参加をお待ちしています。

第３回徳之島長寿世界一・子宝日本一の里ウォーキング大会

平成 22 年 11月（289）（11）



アイドル募集！
　本紙では「わが町のアイドル」と題して、わが家の
かわいい子どもの写真を掲載します。
　毎月１０日までに住所・氏名（子どもと保護者）・電
話番号・簡単なＰＲ文を添えて、写真を役場企画課広
報係までお持ち下さい。
　　　　　　　　　　　問合せ先　伊仙町役場企画課
　　　　　　　　　　　　　８６－３１１１（内２４）

木下大サーカス鹿児島公演

開催期間 ： 平成 22 年 11 月 27 日（土）～ 平成 23 年 1 月 31 日（月）
開催場所 ： 鹿児島市 JT 跡地特設会場（JR 鹿児島中央駅より南へ 800 ｍ）
入場料　 ： 【前売り券】おとな 2,500 円、こども 1,500 円

【当日券】おとな 2,800 円、こども 1,800 円
お問合せ ： 木下大サーカス鹿児島公演事務局　☎ 099-251-0450

わが町のアイドル

お
誕
生
お
め
で
と
う
（
敬
略
称
）

 

出
生
児 

保
護
者 

集
落
名

池
上　

明め
い
あ愛　
　

強　
　
　

伊　

仙　

基
山　

獅れ
お
ん子　
　

侑
哉　
　

崎　

原　
　
　

當　
　

虎こ
た
ろ
う

太
朗　

辰
也　
　

伊　

仙

奥　
　

蒼そ

ら空　
　

秀
人　
　

糸
木
名　

義
岡　

澄す
か
い海　
　

友
和　
　

検　

福

富
本　

結ゆ

ら桜　
　

竜
也　
　

目
手
久　
　

前
田　

永と

あ愛　
　

真
吾　
　

面　

縄

義
山　

駿し
ゅ
ん　
　
　

太
志　
　

目
手
久　

政
岡　

侑ゆ
う
せ
い惺　
　

拓
也　
　

阿　

三　
　
　

伊
藤　

妃ひ

よ

り
世
利　

晃
也　
　

古　

里　

樺
山　

い
の
あ　

兼
士
郎　

伊　

仙　
　

迫
田　

亜あ

き

と
生
人　

豊
和　
　

崎　

原　

美
延　

拓た
く
み実　
　

太
志　
　

伊　

仙

戸
籍
の
窓

香
典
返
し　
　

※ 

社
会
福
祉
協
議
会
受
付

○
上
面
縄
の
榮　

通
雄
さ
ん　
　
　
　
（
亡
榮　

伊
喜
美
さ
ん
）　　

よ
り
金
一
封

○
東
目
手
久
の
東
田　

昌
也
さ
ん　
　
（
亡
東
田　

ウ
ミ
ヤ
さ
ん
）　

よ
り
金
一
封

○
西
伊
仙
西
の
作
田　

つ
る
さ
ん　
　
（
亡
作
田　

武
明
さ
ん
）　　

よ
り
金
一
封

○
上
検
福
の
春
山　

安
昭
さ
ん　
　
　
（
亡
春　

ト
ク
さ
ん
）　　
　

よ
り
金
一
封

人口の動き（平成 22 年 9 月 30 日現在）

総人口＝ 7,327
　男　＝ 3,649
　女　＝ 3,678
世　帯＝ 3,613

出　生＝ 6
死　亡＝ 7
転　入＝ 18
転　出＝ 23

ご
結
婚
お
め
で
と
う
（
敬
略
称
）

上
木　

雄
太　
　

伊　

仙

坂
口　

茉
璃
奈　

伊　

仙　
　
　

赤
松　

茂
樹　
　

目
手
久　

内　

美
保
乃　
　

阿　

権

宮
永　

次
人　
　

佐　

弁

義
村　

香
織　
　

井
之
川

有
山　

将
史　
　

喜　

念　

本
田　

彩
菜　
　

母　

間

大河　凛太郞 ( りんたろう )
（１歳３ヶ月）
父：　優太　　母：　真美
  「自分の子が一番かわいい！！」
そんな親バカ発言したくなかっ
たのですが、やっぱり言っちゃ
うもんなんですね！。本当にか
わいくていとおしい大河家のア
イドルです。凛太郎、生まれて
きてくれてありがとう。

中本　希美 ( のぞみ )　
（１歳８ヶ月）
父：　哲也　　母：　真美
  のんちゃんの笑顔に、パパ
とママはいつも元気をたくさ
んもらっています。宝物の
のんちゃんへ。生まれてきて
くれてありがとう。

前元　柊斗 ( しゅうと )　
（１０ヶ月）　　
父：　玄大　　母：　志穂
　にっこり笑顔の柊斗にいつ
も周りは癒されます☆これか
らものびのびと育ってね☆

澤村　陽菜子 ( ひなこ )　　
（２歳２ヶ月）
父：　和正　　母：　久美香
　歌が大好きな陽菜ちゃん。
みんなの愛をいっぱい受け
て、すくすく大きくなぁれ！

子宝日本一の町


